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◇著者について：小沢信男（おざわ・のぶお）
1927年生まれ。東京都芝区（現・港区）新橋生まれ。
日本大学芸術学部卒業。大学卒業後、詩、ルポルタージュ、評論、エッセイ、小説、俳
句など幅広く文筆活動を行うほか、「新日本文学会」「記録芸術の会」などに参加す
る。著書に『東京の人に送る恋文』（晶文社）、『裸の大将一代記　山下清』（筑摩
書房、第四回桑原武夫学芸賞受賞）、『通り過ぎた人々』（みすず書房）、『東京骨灰
紀行』（筑摩書房）などがある。
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捨身なひと 小沢信男［著］

後世へ語り継ぐ、
　　かくもチャーミングな男たちの心意気

☆☆

捨身なひと
小沢信男

　【目次】
　まえがき
　Ⅰ　一をもって貫く　―花田清輝
　Ⅱ　ひとびとと天皇と　―中野重治
　Ⅲ　一寸さきは光　―長谷川四郎
　Ⅳ　死者と生者と　―菅原克己
　Ⅴ　満月や大人になっても　―辻征夫
　あとがき

装画：ミロコマチコ／装幀：平野甲賀

（1911～88） （1939～2000）（1909～87）

今なお、若い人たちをも魅了し、読み継がれる５人の作家・詩人たち。

　  花田清輝　　中野重治　　長谷川四郎　　菅原克己　　辻征夫

５人に共通するのは物事に「捨身で立ち向かう」ということ。彼らと同じ時間を過
ごし、同じ空気をすってきた著者が、彼らの遺した作品や日々の思い出を通して、
言葉がきらびやかだった時代の息づかいを伝える貴重なエッセイ集。

（1909～74） （1902～79）

『東京骨灰紀行』（朝日新聞「ゼロ年代の50冊」）ベスト8）著者最新刊 ！


